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人
権
そ
れ
は
愛

「
個
性
が
輝
く
社
会
の
実
現
に
む
け
て
」

　

パ
リ
２
０
２
４
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
が
、
２
０
２
４
年
８
月
28
日
か
ら
９
月
８

日
ま
で
の
12
日
間
に
わ
た
り
、
開
催
さ
れ
ま

す
。
前
回
の
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
で
日
本
は
、
史
上
最
多
と
な
る

51
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
多
く
の
人
に
感

動
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
始
ま
り
は
、
ル
ー
ド

ウ
ィ
ッ
ヒ
・
グ
ッ
ト
マ
ン
博
士
の
指
導
に
よ

り
１
９
４
８
年
に
ロ
ン
ド
ン
郊
外
に
あ
る
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
病
院
で
行
わ
れ
た
入

院
患
者
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
で
、
第
二

次
世
界
大
戦
に
お
い
て
障
が
い
を
負
っ
た
兵

士
の
リ
ハ
ビ
リ
が
目
的
で
し
た
。
こ
の
大
会

が
原
点
と
な
り
、
１
９
６
０
年
に
は
、
ロ
ー

マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
会
場
で
開
催
さ
れ

る
大
会
に
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
障
が
い
の
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

が
限
界
に
挑
む
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
誰
も

が
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
活
躍
で
き
る
公
正

な
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
で
す
。
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
、
一
人
ひ
と
り

が
様
々
な
個
性
を
持
っ
た
か
け
が
え
の
な
い

存
在
と
し
て
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

埼
玉
県
で
は
、
８
月
を「
人
権
尊
重
社
会

を
め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
月
間
」と
し
て
定

め
て
い
ま
す
。

　

考
え
よ
う　

平
和
の
大
切
さ

入

賞

者

の
み

な

さ
ん

▼
最
優
秀（
敬
称
略
）

　

増
田　

聖（
東
中
）

▼
特
選（
敬
称
略
）

　

青
山
小
姫（
幸
手
中
）

　

成
島
咲
希（
幸
手
中
）

　

矢
萩
栞
奈（
幸
手
中
）

　

髙
澤
智
大（
西
中
）

　

野
口
心
愛（
西
中
）

▼
入
選（
敬
称
略
）

　

近　

楓　
（
幸
手
中
）

　

原　

渚　
（
幸
手
中
）

　

日
下
部
芽
生（
東
中
）　　

　

小
川
さ
く
ら（
西
中
）

　

齊
藤
優
菜（
西
中
）

　

矢
野
莉
桜
子（
西
中
）

　
※「
平
和
の
作
文
」文
集
は
、
市
役

　

所
本
庁
舎
１
階
人
権
推
進
課
で

　

配
布
し
て
い
ま
す
。
数
に
限
り

　

が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
窓

　

口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平
和
の
た
め
の
写
真
展

　

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に
保
存
さ
れ
て
い
た

戦
時
中
な
ど
の
貴
重
な
写
真
を
展
示
し
ま

す
。

日
時　

８
月
15
日（
木
）ま
で
の
午
前
８
時

　

30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
除
く
。

場
所　

市
役
所
本
庁
舎
玄
関
ロ
ビ
ー

平
和
祈
念
の
黙
と
う
に

　
　
　
　

 　
　
　

ご
協
力
を

　

原
爆
死
没
者
や
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界

の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
て
、
ご
家
庭
や
職
場

で
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

広
島
原
爆
の
日

　

８
月
６
日（
火
）午
前
８
時
15
分

長
崎
原
爆
の
日

　

８
月
９
日（
金
）午
前
11
時
２
分

終
戦
記
念
日

　

８
月
15
日（
木
）正
午

問
合
せ　

人
権
推
進
課
☎（
43
）１
１
１
１　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

内
線
１
６
２

▼
 入賞者のみなさん

▼

 作文を発表する増田さん

　

市
で
は
、
平
成
２
年
度
の「
幸

手
市
平
和
都
市
宣
言
」以
来
、
世

界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
平
和
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う

た
め
、
市
内
中
学
３
年
生
を
対

象
に「
平
和
の
作
文
」を
募
集
し

ま
し
た
。　
　
　
　

　

そ
の
中
か
ら
最
優
秀
１
人
・

特
選
５
人
・
入
選
６
人
の
計
12

人
の
み
な
さ
ん
を
選
出
し
、
７

月
４
日（
木
）に「
平
和
の
作
文
」

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。 ▼

児
童
扶
養
手
当

対
象　

つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど

　

も
を
養
育
し
て
い
る
父
、
母
、
ま
た
は
養

　

育
者

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
子

　

ど
も

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子

　

ど
も

⑤
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

　

る
子
ど
も

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護

　

命
令
を
受
け
た
子
ど
も

⑦
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

　

る
子
ど
も

⑧
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
子
ど
も

子どもを養育する

　ひとり親家庭などへの給付制度のお知らせ

※
手
当
月
額
は
、
受
給
資
格
者
・
扶
養
義
務

　

者
な
ど
の
所
得
や
扶
養
親
族
数
に
よ
っ
て

　

決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
法
律
改
正
な
ど
に

　

よ
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

　

医
療
保
険
制
度
で
医
療
に
か
か
っ
た
場
合

の
医
療
支
給
制
度
で
す
。

対
象　

　

①
父
子
家
庭
の
父
と
そ
の
子
ど
も

　

②
母
子
家
庭
の
母
と
そ
の
子
ど
も

　

③
父
母
の
い
な
い
子
ど
も
と
そ
の
養
育
者

　

④
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る　
　

　
　

子
ど
も
と
監
護
す
る
母
ま
た
は
父

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
は
、
児
童
扶
養
手
当
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
と
も
に
18
歳
に

な
っ
た
年
の
年
度
末（
３
月
31
日
）ま
で（
一
定

の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
に
な
る
ま
で
）

で
す
。

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

身
体
な
ど
に
一
定
の
障
が
い
の
あ
る

　

20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

※
子
ど
も
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
、
ま
た
、

　

障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給

　

し
て
い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

◎
手
当
の
金
額
／
月
額

　

１
級　

５
万
５
３
５
０
円

　

２
級　

３
万
６
８
６
０
円

▼手当の金額（令和 6年 4月分から）

子どもの
人数

月額
（全部支給）

月額
（一部支給）

1人 45,500 円 45,490 円～
     10,740 円

2 人目
加算額 10,750 円 10,740 円～

      5,380 円

3 人目以降
加算額

6,450 円
（1人につき）

6,440 円～
      3,230 円
（1人につき）

問合せ　こども支援課☎(42)8454

　

ま
た
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
平
和

の
た
め
の
写
真
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
平
和
の
大
切
さ

を
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。


